
第９号様式 
     区協議会 
区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 
件  名  令和５年度南区地域力向上事業について 
事業の概要 
（背景、経緯、 
  現状、課題等） 
地域力向上事業とは、住みよい地域社会を実現するため、
区の特性を活かした事業や課題を解決する事業である。 

○区民活動・文化振興事業 
〇区課題解決事業 

対象の区協議会 南区協議会 
内  容 
別紙のとおり 

 南区ビーチスポーツ振興事業 
 「南区ビーチサッカーチャレンジカップ」事業（新規） 
 中田島地域誘客推進事業 
 南区高齢者交通安全啓発事業 
 南区小学生交通安全啓発事業 

備 考 
（答申・協議結果を得たい
時期、今後の予定など） 

担当課 南区区振興課 担当者 森田・鈴木 電話 425-1120 
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南区ビーチスポーツ振興事業令和５年度予算額865千円
（前年度予算額852千円）
ビーチバレー教室及びキャリアデザイン講座を開催し、「遠州灘海浜公園江之島ビーチコート」の認知度向上を図るととも
に、子どもたちに自身のキャリアデザインを考える機会を提供し、将来のまちづくりに繋げる。
事業目的
概要
【名称】
ビーチバレーを楽しみながら自分の未来を想像してみよう！
【日時（仮）】
5月13日（土）小学生：午前8時～、中学生：午後０時～
【場所】
江之島ビーチコート南区江之島町1197
【内容】
1ビーチバレー教室
2キャリアデザイン講座
3熱中症対策講座
子どもの将来を考える
2 働き方を知る
リスクに備える(安心・安全)
3 危機管理
選手は市内企業で働きながら
日本一を目指している
南区の魅力発信
市内唯一のビーチコート
危険回避のための知識の習得
【実績】
令和3年度小学生27名
令和4年度小学生33名保護者30名
中学生21名
※令和4年度より対象を中学生までに拡大
江之島ビーチコート（南区）
１認知度向上
指導プロバレーボールチーム【対象者】市内の小学4年生～中学生
(小学生・保護者40組程度、中学生20名程度)
ビーチバレー
教室
熱中症対策
講座
キャリア
デザイン
講座
地域力向上事業（区民活動・文化振興事業）
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小学生高学年の部一般の部
【開催日】令和５年７月2２日(土)9:00～16:30予備日８月５日(土)
【開催場所】遠州灘海浜公園江之島ビーチコート
【内容】5人制FP4名GK1名（選手交代自由、何度でも可能）
※最低８名の登録で参加
・小学生高学年の部（午前）４チーム
・一般の部（午後）４チーム参加者64名
【目的】市内唯一のビーチコートの周知及び地域の活性化並びにスポーツ振興を図り、
南区の魅力を発信する。
※女性のゴールは２得点とする
8分×2（前後半）
全面
8:00設営
8:30設営・受付
9:00ルール説明
19:30AVSB
210:00CVSD
310:30AVSC
411:00BVSD
511:30AVSD
612:00BVSC
12:30終了
8分×2（前後半）
全面
13:00受付
13:15ルール説明
113:30AVSB
214:00CVSD
314:30AVSC
415:00BVSD
515:30AVSD
616:00BVSC
16:30終了
「南区ビーチサッカーチャレンジカップ」事業令和５年度予算額774千円
（前年度予算額―千円）
地域力向上事業（区民活動・文化振興事業）
＜新規＞
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中田島地域誘客推進事業令和５年度予算額2,771千円
（前年度予算額1,994千円）
中田島地域は、市内有数の景観スポットである砂丘をはじめ、風車公園や浜松まつり会館といった幅広
い世代で楽しむことができる観光資源を有しているが、市内最南端エリアのため交流人口が少ない。
こうした状況の中、地域特性を活かし、地域外からの誘客を図るとともに地域コミュニティづくりに寄
与する。
事業目的
地域力向上事業（区課題解決事業）
概要
浜松まつり会館、近隣施設の指定管理者とイベントを同時開催（予定）
【内容】縁日、キッチンカーetc
オータムフェスタ開催
【日時】令和5年10月～11月の土曜日（１日）
（午前10時～午後3時）
【場所】風車公園・浜松まつり会館周辺
【内容】
1交通安全イベント
2カラー診断体験
3応急救護展示イベント
4南区内協働センター出展ブース
5ノルディックウォーク
１ARフォトコンテスト
【期間（仮）】令和5年9月から令和6年１月
【対象地域】南区ほか
【内容】
ARで映し出される出世大名家康くんと浜松市（中
央区）内で一緒に撮影したものを、SNSに投稿して
もらうことにより、地域の魅力を発信してもらう。
２
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南区高齢者交通安全啓発事業（区課題解決事業）
事業目的
ブレーキとアクセルの踏み間違いによる交通事故や道路の逆走など、高齢運転者の認知
機能や身体機能の低下が原因とみられる交通事故が頻発しており、社会問題となっている。
高齢者を対象に、交通安全啓発を行い、加齢による身体能力の変化等を再認識してもらう
ことで、交通事故防止を図る。
交通安全研修会の開催
タイムスケジュール（案）
8：20南区役所出発
9：10開講式（挨拶、講習会説明）
9：30①高齢者に多い歩行中の事故について
②夕暮時や夜間の危険性について
③自動車反応ブレーキ体験
④サポートカー安全装置の体験
11：15閉講式（まとめ、挨拶）
12：10南区役所到着
※雨天の場合も、内容を変更して開催
概要：県内唯一の交通安全教育施設「レインボー浜名湖」
において、高齢者向けの交通安全研修会を開催する。
対象：南区に居住する高齢者。最大20人
開催時期：１１月ごろを予定
◆交通教育センターレインボー浜名湖
㈱ホンダレインボーモータースクール
所在地：浜松市北区細江町気賀5200-5
「参加体験型の実践教育」の場を提供する
施設。2002年開設。
令和５年度事業費165千円
（前年度予算額165千円）
スケジュール（案）
令和５年
４月５月６月７月８月９月１０月１１月１２月
業者と調整、参加者の決定研修会の開催
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南区小学生交通安全啓発事業（区課題解決事業）
事業目的
小学校に入学したばかりの１年生は、生活圏が広がり、交通事故に遭う危険性が高くなることから、南区内の
市立小学校及び特別支援学校小学部に令和５年度及び令和６年度に入学する新１年生を対象に交通安全意識を
醸成する。
交通安全教室の実施交通安全啓発グッズの配付
【対象】令和５年度の１年生
【内容】浜松東地区支部の交通安全指導員
協力のもと、希望する学校に
交通安全教室を実施する
※歩行練習、制動距離実験など
【対象】令和６年４月に入学する１年生
【内容】入学式で啓発グッズを配付する
※こども用反射傘、反射材、筆記用具など
【参考】令和４年度配付グッズ
・こども用反射傘
・反射キーホルダー
・交通安全自由帳
●出典
・傘、反射キーホルダー：㈱フシミの総合カタログ２０２２【官公庁用】啓発グッズ
・自由帳：㈱コンツナの交通安全広報用品官公庁用カタログ２０２２（改訂版）
令和５年度事業費1,000千円
（前年度予算額1,000千円）
スケジュール（案）令和５年令和６年
４月５月６月７月８月９月１０月１１月１２月１月２月３月４月
１　交通安全教室
２　交通安全啓発グッズ納品配付グッズの選定、発注
学校に希望調査、指導員に依頼交通安全教室の実施
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